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１ 事業の概要 

事 業 名 県立公園あわじ花さじき駐車場整備事業 

総 事 業 費 

（ 概 算 ） 
１２８百万円 

Ｒ５年度当初

予算計上額 
１２８百万円 

 

所 在 地 淡路市楠本 

 

事業目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成10年に開園したあわじ花さじきは、便益施設棟等のリニューアルを経て、令和２年３

月に県立公園として供用が開始された。 

 近年、明石海峡大橋の通行料値下げや淡路島内のレジャー施設の増加等に伴い、開園当時 

に比べ大幅に来園者数が増加している。（新型コロナの影響下で一時的に減少しているが徐々

に回復傾向にある。）【表１参照】 

また、春・秋の休日を中心に、施設附属駐車場（202台）の収容能力を超える来園者の車が

集中し、周辺道路に大きな渋滞を引き起こす状況となっていた。【表２参照】 
平成 26 年以降、緊急避難的に指定管理者が近隣の民有地を臨時の駐車場（210 台）とする

ことで対処しているが、地権者の意向により使用期限（令和６年11月末）の更新はできず、

施設周辺の地形、農畜産業の実施状況から、近隣で新たな駐車場用地の確保ができない状況

である。 
このため、令和５年度中に新たにあわじ花さじき園内に駐車場を整備し、来園者の利便性・

満足度の向上及び周辺道路の渋滞発生を防止する。 
 
 【表１】入場者数の推移 
 
 
  
【表２】施設附属駐車場での年間収容台数等        （参考） 

 
 
 
 
 
 
 ※ R２年度以降は新型コロナの影響を大きく受けているため、Ｈ29～Ｒ１年度の実績で収容台数を検討している。 
 

 

事業内容 

 

県立公園として、長期にわたって安定的な施設運営を可能とするため、施設設置者の県が

園内に用地を確保し、駐車場を整備する。 

 

【整備規模】 

  収容台数 200台、整備面積 9,300 ㎡（駐車場への進入路、遊歩道含む） 

 

 



 

事業スケ

ジュール 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

２ 基準に基づく評価 

項 目 説    明 

 

必要性 

 
施設へのアクセスは、通年で運行されている公共交通機関がないため、来園者のほとんどが

車によるものとなっている。 

現状のまま臨時駐車場の使用期限である令和６年 11 月末を迎えた場合、平成 26 年以前と同

様に周辺道路に大きな渋滞が発生し、来園者の利便性や満足度を大きく低下させるだけでなく、

周辺の農畜産業や観光施設にも大きな影響を与えることが危惧される。 

よって、速やかに新たな駐車場を整備し、来園者の利便性確保、周辺地域での渋滞発生を防

止する必要がある。 

 
 

有効性・ 

効率性 

 

新たな駐車場は、既存の駐車場ゲートを利用することが可能な区域に整備することで、整備

コスト及び施設維持コストの抑制を図るとともに、臨時駐車場から徒歩１５分以上かかってい

る来園時間を大幅に短縮し、来園者の利便性・満足度向上につなげることができる。 

 

 

環境適合

性 

 
新たな駐車場は、施設及び周辺の景観への影響が少ない園内の縁辺部の未利用地の活用を予

定している。 
また、土壌汚染対策法、県総合治水条例など関係法令を遵守するとともに、駐車場・アクセ

ス路には環境に配慮した資材の導入、できるだけ多くの緑地確保等を行い、近隣農畜産業その

他周辺環境に配慮する。 
 

 

優先性 

 

 

 

臨時駐車場の返還がある令和６年度までに、来園者の増加に対応し、渋滞発生の防止を図る

新たな駐車場の整備が急務である。 

 
 
３ 審査会意見 

審査会 

意 見 
 事業の実施は妥当である。 

 


